
 

  機 械 器 具 卸 売 業  

 

工 作 機 械 や 切 削 工 具 な ど の 受 注・販 売 動 向 を み る と 、

平 成 2 0 年 前 半 ま で は 前 年 同 月 比 で 増 加 が 続 い た 。こ れ

は 、 自 動 車 や 、 建 設 機 械 、 造 船 な ど の 輸 出 が 好 調 に 推

移 し 、 関 連 業 界 に 旺 盛 な 設 備 投 資 や 生 産 増 加 が み ら れ

た た め で あ る 。  

し か し 、2 0 年 秋 の 世 界 的 な 金 融 危 機 が 実 物 経 済 に 波

及 し 、 自 動 車 を は じ め 、 電 機 、 一 般 機 械 な ど 製 造 業 の

相 次 ぐ 減 産 や 設 備 投 資 の 抑 制 な ど に よ り 、 工 作 機 械 需

要 は 2 0 年 秋 以 降 急 速 に 縮 小 し た 。ま た 、切 削 工 具 や 作

業 工 具 の 受 注 も 減 少 す る な ど 、 機 械 器 具 類 の 受 注 は 月

を 追 う ご と に 減 少 幅 が 拡 大 し て い る 。  

ユ ー ザ ー の 多 く は 設 備 投 資 の 先 延 ば し や 中 止 を 決 め 、

生 産 調 整 も 続 け て い る た め 、 工 作 機 械 や 工 具 需 要 は し

ば ら く 、 大 幅 に 減 少 す る と み ら れ る 。 し か し 、 一 部 自

動 車 メ ー カ ー で は 在 庫 調 整 に め ど が 立 っ た と し て 、 ５

月 以 降 増 産 計 画 を 打 ち 出 し て お り 、 関 連 企 業 か ら の 受

注 も そ の 頃 に は 出 て く る と す る 見 方 も あ る 。  

業 界 の 概 要  

当 業 界 に お け る 取 扱 品 目 は 、 工 作 機 械 、 作 業 工 具 な

ど の 機 器 工 具 類 、 加 工 機 械 の 伝 導 装 置 用 品 、 運 搬 荷 役

機 械 、 測 定 機 器 な ど で あ る 。 こ れ ら は 、 用 途 別 、 材 質

別 、 サ イ ズ 別 に 細 分 化 さ れ て お り 、 膨 大 な 品 種 に の ぼ

る こ と か ら 、 い く つ か の 得 意 と す る 分 野 に 特 化 し て い

る 企 業 が 多 い 。  

機 械 器 具 の 流 通 は 、 メ ー カ ー か ら 出 荷 さ れ た 後 、 そ

の 代 理 店 で あ る 一 次 卸 商 、 さ ら に 二 次 卸 商 （ 直 需 店 ）

を 経 て 、 ユ ー ザ ー に 納 入 さ れ る の が 通 例 で あ る が 、 近
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年 は 、 化 学 機 械 、 運 搬 機 械 な ど 、 メ ー カ ー か ら ユ ー ザ

ー の 直 販 、 も し く は 、 工 作 機 械 な ど 一 次 卸 か ら ユ ー ザ

ー に 販 売 さ れ る ケ ー ス も み ら れ る な ど 、 流 通 経 路 は 商

品 に よ っ て 多 種 多 様 な も の と な っ て い る 。  

機 械 器 具 卸 売 業 は 、 数 多 く の ユ ー ザ ー の 個 別 需 要 に

応 じ た 多 品 種 少 量 の 商 品 を 扱 い 、 営 業 活 動 に も 小 回 り

が 要 求 さ れ る こ と な ど か ら 、 中 小 企 業 性 の 強 い 業 種 と

な っ て い る 。こ れ を 平 成 1 9 年 に お け る 大 阪 府 の 一 般 機

械 器 具 卸 売 業 の 規 模 別 で み る と 、従 業 者 数 2 0 人 未 満 の

事 業 所 数 が 全 体 の 8 7 . 0 ％ を 占 め て い る （ 経 済 産 業 省

『 商 業 統 計 表 産 業 編 （ 都 道 府 県 表 ）』）。  

大 阪 の 地 位  

1 9 年 の 大 阪 府 内 の 一 般 機 械 器 具 卸 売 業 は 、事 業 所 数

2 , 9 3 9 、 従 業 者 数 ３ 万 3 , 3 1 6 人 、 年 間 販 売 額 ２ 兆 8 , 6 4 9

億 円 で あ る （ 経 済 産 業 省 『 商 業 統 計 表 産 業 編 （ 都 道 府

県 表 ）』）。全 国 に 占 め る 割 合 を み る と 事 業 所 数 1 0 . 2 ％ 、

従 業 者 数 1 1 . 8 ％ 、年 間 商 品 販 売 額 1 1 . 9 ％ と 、大 阪 府 は

東 京 都 に 次 い で ２ 番 目 の 地 位 を 占 め て い る 。  

こ れ ら の 卸 売 業 者 は 、 大 阪 市 西 区 立 売 堀 、 東 大 阪 市

の 機 械 卸 業 団 地 な ど に 集 積 し て い る 。  

受 注 は 大 幅 に 減 少  

一 般 機 械 器 具 卸 売 業 の 受 注 ・ 販 売 を み る と 、 1 5 年 半

ば に 底 を 打 っ た 後 は ほ ぼ 順 調 に 推 移 し 、2 0 年 前 半 ま で

は 前 年 同 月 比 で 増 加 が 続 い た 。 こ れ は 、 自 動 車 や 建 設

機 械 、 造 船 な ど の 輸 出 が 好 調 に 推 移 し 、 ユ ー ザ ー の 関

連 業 界 に 旺 盛 な 設 備 投 資 や 生 産 増 加 が み ら れ 、 工 作 機

械 の 需 要 も そ れ に 伴 っ て 増 加 し た た め で あ る 。 さ ら に

工 作 機 械 の 販 売 増 加 に よ っ て 、 工 作 機 械 に 用 い ら れ る

切 削 工 具 や 作 業 工 具 な ど の 受 注 も 増 加 し た 。 こ の よ う

な 機 械 器 具 類 の 需 要 増 加 に よ っ て 、 そ の 流 通 を 担 う 機
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械 器 具 卸 売 業 の 受 注 ・ 販 売 も 増 加 を 続 け た 。  

し か し 、2 0 年 秋 の 世 界 的 な 金 融 危 機 が 実 物 経 済 に 波

及 し 、 造 船 、 鉄 鋼 関 連 な ど の 需 要 は 底 堅 い も の の 、 自

動 車 を は じ め 、 電 機 、 一 般 機 械 な ど 製 造 業 が 相 次 い で

減 産 に 踏 み 切 り 、 設 備 投 資 も 抑 制 し た 結 果 、 工 作 機 械

需 要 は 2 0 年 秋 以 降 急 速 に 縮 小 し た 。特 に 自 動 車 関 連 企

業 か ら の 需 要 が 大 き な 落 ち 込 み を み せ 、1 1 月 以 降 の 工

作 機 械 の 受 注 は 多 く の 企 業 で ふ た 桁 を 超 え る 減 少 に な

っ た と み ら れ る 。 ま た 、 切 削 工 具 類 は 工 場 で 毎 日 使 わ

れ る 消 耗 品 に 近 い も の で あ る た め 、 従 来 は 大 き な 落 ち

込 み が 無 く 安 定 し た 需 要 が あ っ た 。 し か し 、 ユ ー ザ ー

業 界 の 減 産 幅 が 拡 大 し て い る こ と が 影 響 し 、1 2 月 の 受

注 は 前 年 同 月 比 で 2 0 ％ 以 上 の 大 幅 な 減 少 と な っ た 企

業 が 多 い 。 作 業 工 具 も 同 様 に 大 幅 に 減 少 す る な ど 、 機

械 器 具 類 の 受 注 は 月 を 追 う ご と に 減 少 幅 が 拡 大 し て い

る 。  

ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 過 去 の 受 注 残 が あ る た め 販 売

自 体 は 大 幅 な 落 ち 込 み を 免 れ て い る が 、受 注 は 2 1 年 に

入 っ て さ ら に 減 少 し て い る 。 造 船 関 連 な ど 一 部 業 種 は

底 堅 い も の の 、 そ れ 以 外 の 幅 広 い 業 種 で は 、 ２ 月 の 受

注 は 半 減 し た り 受 注 に ほ と ん ど 動 き が 無 く な っ た 企 業

も 出 て い る 。  

収 益 は 前 半 好 調 の 後 悪 化  

2 0 年 前 半 は 工 作 機 械 類 の 需 要 増 や 工 具 類 の 価 格 改

定 前 の 前 倒 し 需 要 な ど も あ っ て 販 売 は 増 加 し 、 収 益 も

好 調 に 推 移 し た 。 し か し 、 2 0 年 後 半 か ら ユ ー ザ ー 側 の

低 価 格 志 向 が 強 ま り 、 原 材 料 価 格 の 低 下 を 理 由 に 値 引

き 要 請 を す る よ う に な っ た 。 一 部 で こ れ に 応 じ て い る

企 業 も 出 だ し た こ と か ら 、 販 売 単 価 は 低 下 し て お り 収

益 は 悪 化 し て い る 。  
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ま た 、 当 業 界 で は 手 形 サ イ ト の 期 間 が 長 い も の で は

1 4 0 日 に わ た る も の も あ る の で 、 販 売 が 減 少 す る 中 で

資 金 繰 り が 厳 し く な っ て い る 企 業 も 出 て い る 。  

こ の た め 、 零 細 な 販 売 代 理 店 （ 卸 売 業 者 ） の 資 金 繰

り 支 援 を は じ め た 大 手 工 作 機 械 メ ー カ ー も 出 て き た 。  

受 注 減 少 へ の 対 応  

受 注 が 大 幅 に 減 少 す る な か で 、 各 企 業 は 、 工 作 機 械

や 工 具 類 以 外 の 分 野 の 扱 い に 力 を 入 れ 始 め て い る 。 例

え ば 、 あ る 企 業 で は 、 機 器 洗 浄 機 や 排 水 回 収 ・ 浄 化 装

置 、 切 削 で 使 用 す る 油 の ミ ス ト （ 霧 状 態 の も の ） 回 収

装 置 な ど の 環 境 改 善 機 器 の 販 売 に 重 点 を 置 い て い る 。

ま た 、 高 額 な も の の 省 エ ネ ル ギ ー に つ な が る 機 器 や 太

陽 光 発 電 関 連 機 器 、 太 陽 熱 温 水 器 な ど 二 酸 化 炭 素 排 出

減 に つ な が る 機 器 の 販 売 や 、 省 エ ネ 効 果 が 高 い 機 器 類

を 購 入 し た ユ ー ザ ー に は 、 機 器 を 使 う こ と に よ っ て 得

ら れ る 二 酸 化 炭 素 削 減 効 果 と 同 量 の 排 出 権 を 提 供 す る

企 業 も 出 て て い る 。 各 企 業 と も 、 こ れ ら の 取 り 組 み に

よ っ て 、 受 注 減 少 に 全 力 で 対 応 し て い る 。  

業 界 全 体 で 人 材 育 成 に 取 り 組 む  

大 阪 機 械 器 具 卸 商 協 同 組 合 が 中 心 と な っ て 、2 0 年 秋

に 機 械 器 具 ･ 工 具 の 基 礎 知 識 に 関 す る セ ミ ナ ー が 開 催

さ れ た 。 こ れ は 、 機 械 器 具 ・ 工 具 は 多 種 多 様 に 及 び 、

個 々 の 中 小 企 業 で は 体 系 だ っ た 商 品 知 識 を 教 え る こ と

が 難 し い た め 、 組 合 と し て 商 品 知 識 を 効 率 的 に 習 得 さ

せ る 集 合 教 育 を 実 施 す る こ と に な っ た 。 参 加 企 業 に つ

い て は 入 社 3 年 ク ラ ス の 若 手 が 多 数 参 加 し 盛 況 で あ っ

た 。 旋 盤 、 フ ラ イ ス 盤 を 使 っ た 機 械 加 工 実 習 も 行 い 商

品 知 識 を 深 め さ せ た 。2 1 年 以 降 も 同 様 の セ ミ ナ ー や 実

習 を 行 い 、 若 手 社 員 の 営 業 能 力 向 上 を 柱 と し て 人 材 育

成 に 業 界 全 体 で 取 り 組 ん で い る 。  
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さ ら に 、2 1 年 か ら は 組 合 企 業 の 経 営 継 承 予 定 者 を 対

象 に 企 業 理 念 、 企 業 倫 理 、 財 務 と い っ た 経 営 知 識 を 教

育 す る プ ロ グ ラ ム を 計 画 し て い る 。 こ の よ う に 、 後 継

者 対 策 を 行 っ て 、 企 業 の 継 続 を 業 界 全 体 で バ ッ ク ア ッ

プ し て い る 。  

今 後 の 見 通 し  

ユ ー ザ ー の 多 く は 設 備 投 資 の 先 延 ば し や 中 止 を 決 め 、

生 産 調 整 も 続 け て い る た め 、 工 作 機 械 や 工 具 需 要 は し

ば ら く 、 大 幅 に 減 少 す る と み ら れ る 。 し か し 、 一 部 自

動 車 メ ー カ ー で は 在 庫 調 整 に め ど が 立 っ た と し て 、 ５

月 以 降 増 産 計 画 を 打 ち 出 し て お り 、 関 連 企 業 か ら の 受

注 も そ の 頃 に は 出 て く る と す る 見 方 も あ る 。 ま た 、 全

体 が 悪 い 中 で も 造 船 関 連 は 堅 調 で あ る た め 、 そ の 関 連

企 業 の 受 注 を 積 極 的 に と り た い と す る 企 業 が あ る 。  

た だ 、 現 在 の 卸 売 業 を 取 り 巻 く 受 注 環 境 は 厳 し い も

の が あ り 、 得 意 分 野 や 体 力 の 有 無 に よ っ て 企 業 間 格 差

が 生 じ 、 淘 汰 さ れ る 企 業 が で る と す る 見 方 も あ る 。 各

企 業 と も 、 ユ ー ザ ー の 業 務 内 容 を 把 握 し 、 ユ ー ザ ー の

ニ ー ズ に 合 っ た 新 製 品 な ど の 情 報 を 的 確 に 提 供 す る こ

と が 一 層 重 要 に な る と 思 わ れ る 。 そ の た め に は 従 業 者

の 資 質 を 一 層 高 め る 努 力 が 必 要 に な る と 思 わ れ る 。  

 

 

           （ 柴 田  昌 宏 ）  
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一般機械器具卸売業販売額の推移（全国）

年月 販売額 前年（同期）比

　 （10億円） （％）
平成18年 29,358 105.4

19年 32,697 111.4
20年 31,819 97.3

20年1～3月 8,556 103.4
4～6月 7,913 101.6
7～9月 8,230 98.6

10～12月 7,120 85.9
20年7月 2,756 101.7

8月 2,567 95.4
9月 2,907 98.8

10月 2,486 90.4
11月 2,316 84.6
12月 2,319 82.8

21年1月 1,914 78.3
2月 1,915 72.9

資料：経済産業省『商業動態統計月報』  
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ヒアリング調査一覧表 

                                             

    業 種  

項 目 
   機械器具卸売業 

事業所数、  

生産（販売）額 

（対全国比） 
 

2,939 

年間販売額２兆 8,649 億円（11.9％） 

経済産業省平成 19 年『商業統計表 産業編（都道府県表』 

生産・受注動向、

増減要因 
平成 20 年秋の世界的な金融危機が実物経済に波及し、自動車をはじ

め、電機、一般機械など製造業の相次ぐ減産や設備投資の抑制などに

より、工作機械需要は 20 年秋以降急速に縮小した。また切削工具や

作業工具の受注も減少するなど、機械器具類の受注は月を追うごとに

減少幅が拡大している。 
 
収益 

20 年前半は工作機械類の需要増や工具類の価格改定前の前倒し需

要などもあって販売は増加し、収益も好調に推移した。しかし、20 年

後半からユーザー側の低価格指向が強まり、原材料価格の低下を理由

に値引き要請をするようになった。一部でこれに応じている企業も出

だしたことから、販売単価は低下しており収益は悪化している。 

設備投資 
目立った動きは無い 

雇用動向 
 

少人数ながらも新卒採用する企業がある。 

為 替 相 場 の 影

響、貿易動向(輸
入品の影響等) 

 

ト ピ ッ ク 、 

特記事項 
 

21 年からは組合企業の経営継承予定者を対象に企業理念、企業倫理、

財務といった経営知識を教育するプログラムを計画している。このよ

うに、後継者対策を行って、企業の継続を業界全体でバックアップし

ている。 

今後の見通し 

現在の卸売業を取り巻く受注環境は厳しいものがあり、得意分野や体

力の有無によって企業間格差が生じ、淘汰される企業がでるとする見

方もある。各企業とも、ユーザーの業務内容を把握し、ユーザーのニ

ーズに合った新製品などの情報を的確に提供することが一層重要にな

ると思われる。そのためには従業者の資質を一層高める努力が必要に

なると思われる。 
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